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1 青森県 三戸町

【『水辺』の再
生から『地域』
の再生へ　さ
んのへ】計画

青森県三
戸郡三戸
町の全域

三戸町では、基幹産業である農業の活性化と
農作業を通じた子供たちの育成等の事業を進
めているが、汚水処理施設の整備が遅れて
いることから、家庭排水が処理されないまま
河川や農業用水路に排出されており、これが
産業の衰退と人口の流出につながっている。
このため、汚水処理施設を整備し、水と水辺
の再生を行うことにより、農業やその他産業を
活性化させ、町と地域の再生、そして、次世代
を担う子供たちの未来へつなげていく。

A3002
汚水処理施設整備
交付金

2 茨城県

茨城県、土
浦市、石岡
市、かすみ
がうら市、
小美玉市

“山・湖・空”
豊かな自然環
境・観光資源
をつなぐ　地域
再生計画

土浦市、
石岡市、
かすみが
うら市及
び小美玉
市の全域

東日本大震災以来復旧復興を進めている
が，観光客数の落ち込みが著しく，真の意味
での「復興」は未だ果たせていない状況にあ
る。今回3市に，水辺の観光資源を有するか
すみがうら市が加わり，山・湖・空の観光の
ネットワーク化を強化することによって，観光
エリアとしての魅力が向上し，地域内外の観
光交流がいっそう促進され，地域の復興・再
生につなげていく。さらに，今回の計画で位置
付けた道路整備を進めることにより，各市拠
点間のアクセスが強化され，それぞれ進めら
れている産業の集積，雇用の創出，森林能力
の向上，茨城空港の利用促進がさらに加速さ
れる。

A3001 道整備交付金

3 茨城県 小美玉市
「水・緑・空」が
輝くふるさと創
造計画

小美玉市
の全域

小美玉市は、4つの河川が霞ヶ浦へと流入し、
周辺には肥沃な大地が広がっている。平成２
２年には「茨城空港」が開港し、また「東関東
自動車道水戸線」も整備され、交通の利便性
が向上する一方、家庭や企業からの生活排
水処理の整備が不十分で、住民の身近にあ
る居住環境の向上に対応した、快適で安全な
環境整備が広く求められている。このため生
活排水等の汚水処理施設をより一層整備す
ることで，豊かな水環境の改善を図るととも
に、美しい水と緑と空のまちにふさわしい、
「水・緑・空」が輝くふるさとづくりを目指す。

A3002
汚水処理施設整備
交付金

4 石川県
石川県、小
松市

安全・安心に
よる魅力ある
まちづくり計画

小松市の
全域

　本地域は、石川県西南部に広がる豊かな加
賀平野の中央に位置し、産業都市として発展
し、南加賀の中核を担っている。
　しかし、近年の予想を上回る少子高齢化の
進展により、コミュニティのあり方、災害時の
安全の確保、必要な社会サービスの提供に
問題が生じ、地域活力の低下が懸念される。
　これらの問題を総合的に解決するため、地
域生活や観光振興を支える市道及び豊かな
自然を保全する林道の一体的な整備を実施
することで「安全・安心による魅力あるまちづく
り」の実現を図る。

A3001 道整備交付金

新規計画　１２件

第２４回（後半）認定　地域再生計画の概要
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5 山梨県 甲斐市
「“かい”水環
境向上計画」

甲斐市の
全域

本地域再生計画により、河川の水環境を向上
させるため、汚水処理施設整備交付金を活用
し、公共下水道処理区域においては生活排水
クリーン処理率の向上を、また公共下水道計
画区域外の地域においては合併浄化槽の設
置を図り、主要河川の水質浄化を進めます。
これにより、豊かな自然環境ときれいな水を
未来の子どもたちに残すため、かい（甲斐市）
の水環境を向上することを目的とします。

A3002
汚水処理施設整備
交付金

6 長野県
長野県、岡
谷市

安全安心で魅
力のあるまち
岡谷

岡谷市の
全域

　県道の岡谷茅野線と楢川岡谷線は、諏訪地
方と隣接する地域を結ぶ主要な道路であり、
その県道の緊急時の迂回路確保のため市道
整備を行う。また、岡谷湖畔公園ジョギング
ロードに隣接する市道長地１号線の整備を行
う。そのほか、岡谷・川岸地区を相互につなぐ
林道高尾山線を整備する。
以上のことにより、慢性的な渋滞の解消、円
滑な自動車交通と地域住民の安全な通行の
確保による、安全安心な魅力あるまちづくりを
推進する。

A3001 道整備交付金

7 島根県
島根県、出
雲市

「げんき、やさ
しさ、しあわせ
あふれる縁結
びのまち出雲」
のまちづくり計
画

出雲市の
全域

　出雲市は地すべり地域、急傾斜地からなる
山間地域、海岸地域を多く抱えており、集落
間及び市中心部へのアクセス路線の整備が
課題となっている。市道と林道を一体的に利
用した観光地間を結ぶアクセス道路の整備に
より、山間部を含めた観光地の周遊化を進め
交流人口の拡大を図るとともに、過疎地域の
公共・公益施設へのアクセス改善および林業
等地域産業の発展を図ることで地域の活性化
を図る。

A3001 道整備交付金

8 高知県 津野町
自然と共生す
る安心な町づ
くり計画

高知県高
岡郡津野
町の全域

本町は、四万十川の源流点や四国カルストな
どの豊かな自然と歴史と文化を有する町であ
り、これらを礎として今日まで地域の基幹産業
である農林業や観光交流事業等が営まれて
きた。しかしながら、山間地域に属する本町の
道路状況は、通行の安全性は無論のこと、地
域振興を図る上においても、まだまだ不十分
な状況にあり、早期の対策が求められてい
る。ついては、町道と林道を一体的に整備し、
森林の適正管理と生活道のネットワークの強
化に取り組み、住む人も訪れる人も安全安心
な道路網を構築する。

A3001 道整備交付金

9 福岡県
福岡県、朝
倉市

共生と交流が
もたらす潤い
まちづくり計画

朝倉市の
全域

朝倉市は、３箇所の高速道路インターチェン
ジを有し、大都市圏など市外からのアクセス
は容易であるが、幹線市道網の整備が進ん
でいないため、「自然」、「歴史・文化」、「温
泉」等の豊富な観光資源が十分に活かしきれ
ておらず、観光客数が伸び悩んでいる。そこ
で、市道、林道の一体的な整備を行い、森林
整備と環境保護を図りつつ、観光資源をネット
ワーク化し、交流人口の増加を図るとともに日
常における地域住民の利便性向上を図る。ま
た、「林道高木線」の開設により、間伐等の森
林整備の促進、水源の涵養、自然環境の保
全、災害の防止等を図る。

A3001 道整備交付金
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10 福岡県
福岡県、糸
島市

人と自然と文
化をつなぐ糸
島市まちづくり
計画

糸島市の
全域

　糸島市では、木材の価格低迷による林業経
営の悪化から、林業衰退と森林荒廃が懸念さ
れている。また山間部に点在するキャンプ場
や史跡等の観光資源をまちづくりへ活用する
ことや、生活道路における交通量増加による
安全性の低下及び渋滞問題などの解決すべ
き課題がある。
　そこで、森林施業の基幹となる林道を開設
し、併せて山間部の観光資源の活用を進めて
いく。また生活環境改善のために市道の拡幅
整備を行う。地域の重要なインフラである林道
と市道の整備し道路ネットワークを構築するこ
とでまちづくりを進めていく。

A3001 道整備交付金

11 福岡県
福岡県、添
田町

水源の森林
（いのちのも
り）再生計画

福岡県田
川郡添田
町の全域

　添田町は、福岡県の東南端に位置し広大な
面積を有しており、その84％が森林で豊かな
森林資源を持ち、林業は本町の基幹産業の
一つとなっている。また、これらの森林は国定
公園英彦山を中心とした観光資源としての役
割も併せ持っている。
　森林の持つ水源のかん養、自然環境の保
全等の多面に亘る公益的機能を保持しながら
地域産業の振興を図る為、道整備交付金を
活用し、町の東側林業地帯を南北に縦貫し、
観光資源である英彦山と町の平野部を結ぶ
林道豊前坊線の開設及び、町内を東西に繋
ぐ町道新城・赤村線の改良舗装を行うもの。

A3001 道整備交付金

12 宮崎県 綾町

「照葉樹林と共
に生きる・綾の
まちづくり」　地
域再生計画

宮崎県東
諸県郡綾
町の全域

　世界最大の照葉樹林帯を有する綾町は、
「綾ユネスコエコパーク」の認定を受け、町ぐ
るみで地域の財産である自然環境を守る気運
にあふれている。しかし一方で近年の観光人
口の増加や生活様式の変化により、河川及
び小水路への生活雑排水の流入が快適な住
環境を脅かす要因となっている。そのようなこ
とから、汚水処理交付金を活用し、公共下水
道事業及び、それ以外の区域を、個人設置
型、町設置型浄化槽事業を推進することによ
り、水質保全に務め、本町の自然環境を改善
するものである。

A3002
汚水処理施設整備
交付金


